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癒
し
と
感
動
の
ス
テ
ー
ジ

オープンと同時に、大勢の人が訪れ、日本一のばら園を楽しみました。

先着 500 名に、ばらの苗がプレゼント
されました。

元
気
い
っ
ぱ
い
に
８
人
の

園
児
が
開
園
宣
言
！

 

４
月
25
日
、
か
の
や
ば
ら
園
が

グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
し
、
新
し
く

完
成
し
た
『
ば
ら
の
館
』
前
の
エ

ン
ト
ラ
ン
ス
広
場
で
開
園
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

 

式
は
、
大
隅
肝
属
消
防
音
楽
隊

の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
演
奏
で
ス
タ
ー

ト
。
次
に
地
元
の
南
部
幼
稚
園
、

野
里
保
育
園
、
高
須
保
育
園
、
和

光
保
育
園
の
園
児
８
人
が
、「
僕

た
ち
、
私
た
ち
の
ま
ち
に
、
日
本

一
の
、
か
の
や
ば
ら
園
が
オ
ー
プ

ン
し
ま
す
」
と
元
気
い
っ
ぱ
い
に

開
園
宣
言
。
そ
し
て
、
山
下
市
長

が
「
総
事
業
費
の
約
７
割
を
市
民

の
皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
ミ

ニ
公
募
債
（
プ
リ
ン
セ
ス
か
の
や

債
）
を
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

名
実
と
も
に
日
本
一
を
誇
れ
る
ば

ら
園
と
し
て
拡
充
整
備
し
ま
し
た
。

こ
の
ば
ら
園
へ
全
国
か
ら
多
く
の

方
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
新
生
鹿

屋
市
の
活
性
化
の
起
爆
剤
に
し
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
。
さ
ら
に
、
ば

ら
の
苗
11
種
１
１
０
株
を
寄
贈
し

た
関
東
鹿
屋
会
と
、
車
椅
子
10
台

を
寄
贈
し
た
池
田
病
院
に
感
謝
状

が
贈
ら
れ
た
後
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

を
行
い
、
３
０
０
個
の
風
船
を
飛

ば
し
て
開
園
を
祝
い
ま
し
た
。

園
内
の
ば
ら
は
冷
え
込
み
が
続

い
た
こ
と
も
あ
り
、
ま
だ
二
分
咲

き
程
度
で
し
た
が
、
式
典
終
了
後

は
、
オ
ー
プ
ン
を
待
ち
か
ね
た

大
勢
の
人
が
入
園
。
記
念
写
真
を

撮
っ
た
り
、
園
内
を
ゆ
っ
く
り
散

策
す
る
な
ど
、新
し
く
な
っ
た
『
か

の
や
ば
ら
園
』
を
思
い
思
い
に
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
し
た
『
か

の
や
ば
ら
園
』
は
、
面
積
が
８
ha

で
日
本
一
。
品
種
４
，
０
０
０
種

類
、
株
数
５
０
，
０
０
０
株
も
国

内
２
番
目
の
規
模
と
な
り
ま
す
。

カ
フ
ェ
食
堂
や
、
売
店
な
ど
が
あ

る
「
ば
ら
の
館
」
や
、
一
年
中
ば

ら
の
花
の
観
賞
や
切
り
花
体
験
が

で
き
る
「
温
室
」、
様
々
な
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
で
き
る
「
ガ
ー
デ
ン

ス
テ
ー
ジ
」
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の

ば
ら
園
に
無
か
っ
た
施
設
も
整
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
か
の
や
ば
ら
園
で
は
、

グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
し
た
４
月

25
日
か
ら
６
月
４
日
ま
で
の
41
日

間
に
わ
た
り
「
か
の
や
ば
ら
祭
り

２
０
０
６
」
を
開
催
（
イ
ベ
ン
ト

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
４

月
号
に
掲
載
）。
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
最
初
の
休
日
と
な
っ
た

４
月
29
日
は
、
鹿
屋
市
出
身
の
哀

川
翔
さ
ん
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
な
ど
、

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、

多
く
の
人
出
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
「
か
の
や
ば
ら
祭
り

２
０
０
６
」
で
実
施
さ
れ
た
各
イ

ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
６
月
号
で
紹

介
し
ま
す
。

特集

 

『
か
の
や
ば
ら
園
』
が
、
年
間
を
通
し
て
楽
し
め
る
ば
ら
園

と
し
て
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

 

生
ま
れ
変
わ
っ
た
『
か
の
や
ば
ら
園
』
は
、
こ
れ
ま
で
の
約

３
倍
の
規
模
。
面
積
で
は
日
本
一
広
い
ば
ら
園
と
な
り
ま
す
。

 

１
０
０
万
本
の
ば
ら
が
出
迎
え
る
『
か
の
や
ば
ら
園
』
で
、

ば
ら
の
魅
力
を
心
ゆ
く
ま
で
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。
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●入園料
　［４月～７月、10 月～12 月］
　　大人600 円（480 円）　小中高生100 円（80 円）
　［８月～９月、１月～３月］
　　大人300 円（240 円）　小中高生100 円（80 円）
　　※（　）は、20 人以上の団体入園料　
　☆年間パスポート
　　大人1,800 円　小中高生 300 円
●開園時間
　［４月～７月］9:00 ～18:00
　［８月～３月］9:00 ～17:00
●休園日
　月曜日（８月～９月と１月～３月の間のみ）
　※月曜日が祝日の場合はその翌日。ただし、４月～７月、
　10 月～12 月は毎日開園。
年末年始

【問い合わせ】
　かのやばら園管理事務所　 x0994-40-2170

オリジナルグッズが充実！

　ばら関係のグッズを中心に約1,000 種類の商品を取り
扱う売店です。新しく開発した商品を多数準備していま
す。

地元の食材を生かした料理を提供！

　営業時間　11:00 ～18:00（予約に応じて変更あり）

ばらのリキュール
「プリンセスかのや」

（1,500 円）
鹿屋のばら「プリンセスかの
や」の花びらを丁寧に摘み取
り、花の色そのままに仕上げた
リキュールです。

ばらプリン

（300 円）
生ばらのペーストを入れ、低温
で長時間かけて焼き上げてあり
ます。

ばらアイス

（200 円）
無農薬で食用として栽培したば
らの花びらが入っています。

ばらの工芸品

地元鹿屋の人たちが心をこめて
作った工芸品です。

　なだらかな芝生の斜面を利用し
た約 600 人収容のステージです。

　新しいばら園の入場ゲートとな
る施設です。売店やカフェ食堂、
多目的ホールなどがあります。

ばらの花に囲まれた、ローズチャペルで、ばらの香り
に包まれた結婚式を挙げてみてはいかがですか。ロ
ケーションも良く、写真撮影スポットとしても人気の
場所です。

　年間を通してばらを楽しめる施設です。ゆっくりとくつろげる
鑑賞用の温室と、約 205 種類、7,000 株のばらが栽培された切
り花用の温室があります。
※切り花は５月中旬より実施します。

オープン当日に行われた第１号の
ばらのウェディング

切り花温室

ばら祭り期間中の土曜日と祝日は園内をライトアップ

４月中旬から７月と、10 月中旬から12 月が見ごろです。

   １ 　 ２  　３ 　４　   ５ 　６　  ７　  ８      ９     10  　11  　12

　地元産黒豚のハンバー
グや地元野菜を使った
オードブルバイキングなど
地元の食材を生かした料
理を提供します。

「哀川翔トークショー」では、会場
を多くの人が埋め尽くしました。

観賞温室

特集

園内を走るローズトレインは大人にも
子供にも大人気！
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鹿
屋
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設

み
ん
な
で
支
え
る
介
護
保
険
制
度

平
成
12
年
４
月
に
施
行
し
た
介

護
保
険
制
度
は
、
老
後
の
介
護
を

支
え
る
制
度
と
し
て
定
着
し
て
き

ま
し
た
。

し
か
し
、
表
①
の
と
お
り
、
制

度
の
定
着
と
と
も
に
介
護
保
険
に

か
か
る
費
用
は
大
幅
に
増
加
し
、

現
行
制
度
の
ま
ま
で
は
、
保
険
料

の
大
幅
な
上
昇
が
見
込
ま
る
な
ど
、

介
護
保
険
財
政
は
大
変
厳
し
い
状

況
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。

要
介
護
認
定
区
分
（
表
②
）
は
、

従
来
の
要
支
援
か
ら
要
介
護
５
ま

で
の
６
段
階
だ
っ
た
も
の
が
、
今

回
の
法
改
正
で
、
こ
れ
ま
で
の
要

支
援
が
要
支
援
１
に
、
要
介
護
１

が
心
身
の
状
態
に
応
じ
て
要
支
援

２
と
要
介
護
１
に
分
け
ら
れ
、
７

段
階
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
４
月
か
ら
の
要
介

護
認
定
で
新
た
に
要
支
援
１
・
２

に
認
定
さ
れ
た
人
は
、
生
活
機
能

の
維
持
・
向
上
な
ど
介
護
予
防
を

重
視
し
た
サ
ー
ビ
ス
（「
新
予
防

給
付
」）
を
利
用
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

そ
こ
で
、
市
で
は
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
た
め
の
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成
等
、
高

齢
者
の
自
立
支
援
を
行
う
「
鹿
屋

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を

開
設
し
ま
し
た
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

保
健
師
（
看
護
師
）、
社
会
福
祉
士
、

主
任
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
な
ど
が
中

心
と
な
っ
て
、
介
護
予
防
に
関
す

る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
は
じ
め
と
す

る
高
齢
者
へ
の
総
合
的
な
支
援
を

行
い
ま
す
。

●
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

要
介
護
状
態
が
軽
く
、
介
護
保

険
制
度
の
要
支
援
１
又
は
２
に
判

定
さ
れ
た
人
を
対
象
に
、
介
護
予

防
プ
ラ
ン
の
作
成
、
そ
の
プ
ラ
ン

に
基
づ
い
た
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
関

す
る
支
援
を
行
い
ま
す
。

●
地
域
支
援
の
総
合
相
談

介
護
保
険
だ
け
で
は
な
く
、
介

護
保
険
以
外
の
サ
ー
ビ
ス
を
含
む
、

高
齢
者
や
家
族
に
対
す
る
総
合
的

な
相
談
・
支
援
を
行
い
ま
す
。

●
権
利
擁
護
、
虐
待
の
早
期
発
見
・

防
止高

齢
者
の
人
権
や
財
産
を
守
る

権
利
擁
護
事
業
の
拠
点
と
し
て
、

成
年
後
見
制
度
の
活
用
促
進
や
、

高
齢
者
虐
待
の
早
期
発
見
・
防
止

な
ど
に
努
め
ま
す
。

●
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
支
援

高
齢
者
の
心
身
の
状
況
が
い
つ

変
化
し
て
も
、
包
括
的
・
継
続
的

な
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
行
え
る

よ
う
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
支
援
を

行
い
ま
す
。

※
制
度
の
詳
細
等
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

☎
０
９
９
４-

43-

２
１
１
１

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

   

内
線
３
７
５
０
・
３
７
５
１

市
国
保
介
護
課
介
護
保
険
係

　

   

内
線
３
１
６
１
・
３
１
８
９

　

介
護
保
険
法
の
改
正
に
よ
り
、
４
月
１
日
か
ら
介
護
認
定
で
要

支
援
１
・
２
に
認
定
さ
れ
た
人
を
対
象
に
し
た
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
市
で
は
、
認
定
さ
れ
た
人
の
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計

画
（
介
護
予
防
ケ
ア
プ
ラ
ン
）
の
作
成
や
評
価
な
ど
を
行
う
鹿
屋

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設
。
で
き
る
限
り
高
齢
者
の
皆

さ
ん
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
い
つ
ま
で
も
元
気
に
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

要
介
護
認
定
の
申
請

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を

希
望
す
る
人
は
、
本
庁
又
は
各
総

合
支
所
で
「
要
介
護
認
定
」
の
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

訪
問
調
査
と
審
査

心
身
の
状
態
に
つ
い
て
、
認
定

調
査
員
な
ど
が
聞
き
取
り
調
査
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
主
治
医
に
意

見
書
を
作
成
し
て
も
ら
い
、
そ
れ

ら
を
も
と
に
介
護
認
定
審
査
会
で

審
査
を
行
い
ま
す
。

認
定
結
果
の
通
知

介
護
認
定
審
査
会
の
審
査
結
果

に
基
づ
い
て
、
市
か
ら
認
定
結
果

が
通
知
さ
れ
ま
す
。

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成

介
護
認
定
審
査
会
で
要
支
援

１
・
２
に
認
定
さ
れ
た
人
は
、
保

健
師
な
ど
が
利
用
者
の
心
身
状
態

や
環
境
を
分
析
し
、
サ
ー
ビ
ス
担

当
者
と
と
も
に
支
援
メ
ニ
ュ
ー
に

つ
い
て
本
人
・
家
族
な
ど
と
話
し

合
い
ま
す
。

そ
の
後
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

計
画
を
作
成
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
種

類
や
利
用
回
数
を
決
定
し
ま
す
。

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計
画
に
基

づ
い
て
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
、

一
定
期
間
ご
と
に
効
果
を
評
価
し
、

プ
ラ
ン
を
見
直
し
ま
す
。

※
市
で
は
、
こ
れ
ら
の
業
務
の
一

部
を
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
に

委
託
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

予防重視型システムの全体概要
高　齢　者

介護予防の
スクリーニング

〈要介護認定〉
●要介護状態区分の審査

＋
●状態の維持又は改善可能性の審査

要支援・要介護者

非該当者

新予防給付
（新）要支援者
従来の要支援者

＋
従来の要介護１の一部

地域支援事業
要支援・要介護
になるおそれの
ある人

地域支援事業
〈介護予防サービス〉
例：転倒骨折予防
　　教室
　　栄養指導等

新予防給付
●既存サービス
→内容・提供方法を見直し
●新たなメニューの導入
→効果の検証を踏まえ導入

介護給付

要介護者

介護給付
例）訪問介護
　　通所介護
　　訪問看護
　　特養等施設　など

地域包括
支援センター
（介護予防ケア
マネジメント）

居宅介護
支援事業所

（ケアマネジメント
事業所）

要支援・要介護に
なるおそれのある人 要支援者 要介護者

要支援・要介護状態
になることの防止 重度化防止

旧要介護認定区分 新要介護認定区分

従来の要支援 要支援１

従来の要介護１ 要介護１ 要支援２

従来の要介護２ 要介護２

従来の要介護３ 要介護３

従来の要介護４ 要介護４

従来の要介護５ 要介護５

平成 18年４月からの
要介護認定区分

●要支援１・２に認定された人
　介護予防を目的としたサービスを受けられ
　ます。
●要介護１～５に認定された人
　自立した暮らしを支える介護サービスを受
　けられます。

介
護
給
付
費
（
百
万
円
）

要
介
護
認
定
者
数
（
人
）

7,000

6,000

5,000

4,000

6,000

5,000

4,000

3,000

2,000

1,000

0
　 H15　　H16　　 H17　　  H18　　H19　　 H20

介護給付費　　　　　　要介護認定者数の推移

介護給付費及び要介護認定者数の推移

5,942

6,246

6,603

6,903 6,988
7,1594,673 4,682 4,745

5,098 5,156
5,253

表①表②

※平成18 年度～20 年度は見込み

本庁内に開設された地域包括支援センター
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国
民
健
康
保
険
税
の

　

税
率
が
統
一
さ
れ
ま
し
た

介
護
保
険
は
、
40
歳
以
上
す
べ

て
の
人
が
加
入
す
る
制
度
で
、
加

入
者
は
年
齢
に
よ
っ
て
65
歳
以
上

の
第
１
号
被
保
険
者
と
、
40
歳
以

上
65
歳
未
満
の
第
２
号
被
保
険
者

に
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
料
の
決
め
方
や
納
め

方
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
、
１
号
被

保
険
者
の
介
護
保
険
料
は
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る
費
用
の
総
額

（
利
用
者
負
担
を
除
く
）
の
19
％

分
に
応
じ
て
算
出
し
た
基
準
額
を

も
と
に
、
所
得
段
階
ご
と
に
決
め

ら
れ
ま
す
。

平
成
18
年
度
か
ら
の
介
護
保
険

料
は
、
所
得
の
低
い
人
の
負
担
能

力
に
、
よ
り
き
め
細
か
に
対
応
で

き
る
よ
う
、
保
険
料
の
所
得
段
階

も
５
段
階
か
ら
６
段
階
に
見
直
さ

れ
ま
し
た
。
各
段
階
の
保
険
料
の

月
額
は
、
下
表
の
と
お
り
で
す
。

納
め
方
は
、
第
１
号
被
保
険
者

が
年
金
の
天
引
き
や
、
納
付
書
で

の
支
払
い
、
２
号
被
保
険
者
は
国

民
健
康
保
険
や
職
場
の
健
康
保
険

な
ど
の
保
険
料
と
し
て
支
払
い
ま

す
。詳

し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
国
保
介
護
課
管
理
係

　

☎
０
９
９
４-

43-

２
１
１
１

　

内
線
３
１
９
８
・
３
１
９
９

介
護
保
険
料
が

　
　
　
　

変
わ
り
ま
す

平成
18年度から

所得段階 対象者 保険料（月額）

第１段階
○市民税非課税世帯で老齢福祉年金受給者
○生活保護受給者

基準額× 0.5 2,300 円

第２段階
○市民税非課税世帯で、合計所得金額＋課税年金収入額
　が 80 万円以下の人

基準額× 0.5 2,300 円

第３段階 ○市民税非課税世帯で第２段階以外の人 基準額× 0.75 3,450 円

第４段階 ○市民税非課税世帯で本人が市民税非課税の人 基準額 4,600 円

第５段階 ○本人が市民税課税で合計所得金額が 200 万円未満の人 基準額× 1.25 5,750 円

第６段階 ○本人が市民税課税で合計所得金額が 200 万円以上の人 基準額× 1.5 6,900 円

※ただし、平成 17 年１月１日現在 65 歳以上である人のうち、前年中の所得が 125 万円以下の人等につい
ては、上記の保険料が違うことがあります。

第１号被保険者の介護保険料月額（平成 18 年度～平成 20 年度）

●納入方法　納め方は年金額に応じて納入方法が下表のように分けられます。なお、
第１号被保険者として納める保険料は、資格取得日（65 歳の誕生日の
前日）になった月からです。

平成
18年度から

　

国
民
健
康
保
険
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
収
入
に
応
じ
て
お
金
を
出
し
合

い
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
の
医
療
費
を

支
出
す
る
相
互
扶
助
の
制
度
で
す
。

　

職
場
の
健
康
保
険
な
ど
に
加
入

し
て
い
な
い
人
は
必
ず
加
入
す
る

健
康
保
険
で
、
鹿
屋
市
で
は
、
平

成
18
年
４
月
１
日
現
在
、
２
４
，

９
７
９
世
帯
（
全
世
帯
数
の
約

57
％
）、
４
６
，
１
５
７
人
（
全

人
口
の
約
43
％
）
が
加
入
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
国
民
健
康
保
険
制
度
を
支

え
る
国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
は
、

３
月
ま
で
は
旧
１
市
３
町
そ
れ
ぞ

れ
の
税
率
で
計
算
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
今
年
の
４
月
か
ら
左
表
の

と
お
り
統
一
さ
れ
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
国
保
介
護
課
管
理
係

　

☎
０
９
９
４-

43-

２
１
１
１

　

内
線
３
１
９
８
・
３
１
９
９

区分税率 医療分 介護分

所得割 8.6% 1.56%

資産割 39.2% 8.0%

均等割 24,200 円 6,400 円

平等割 24,000 円 5,200 円

○医療分（基  礎  課  税  額）＝所得割額＋資産割額＋均等割額＋平等割額

○介護分（介護納付金課税額）＝所得割額＋資産割額＋均等割額＋平等割額
※介護納付金課税額は、40歳以上 65歳未満の人が対象です。

○所得割額＝世帯の被保険者の前年中の合計所得金額から基礎控除（33万円、有所得者
ごと）した後の金額に所得割税率 8.6％（介護分は 1.56％）を乗じて得た額

○資産割額＝世帯の被保険者の本年度の固定資産税額（土地・家屋のみ）に資産割税率
39.2％（介護分は 8.0％）を乗じて得た額（共有資産についても、共有名

義人で案分した額が固定資産税額に加算されます）

○均等割額＝世帯の被保険者１人につき24,200円（介護分は対象者１人につき6,400円）
○平等割額＝１世帯に 24,000 円（介護分は対象者がいる世帯に 5,200 円）

新しい国民健康保険税の税率

※国民健康保険税は、医療分（基礎課税額）と介
護分（介護給付金課税類）が合算された税です。

国民健康保険税＝医療分　（318,200 円）＋介護分　（45,600 円）＝ 363,800 円

医療分
①所得割額（税率 8.6％）

　2,000,000 円（主の所得）－ 330,000 円（基礎控除）＝ 1,670,000 円

   　500,000 円（妻の所得）－ 330,000 円（基礎控除）＝ 170,000 円

　（1,670,000 円＋ 170,000 円）× 8.6％＝ 158,240 円

②資産割額（税率 39.2％）（本年度固定資産税額）　100,000 円

　100,000 円× 39.2％＝ 39,200 円

③均等割額（税率　24,200 円／人）（被保険者数　４人）

　４× 24,200 円＝ 96,800 円

④平等割額（１世帯あたり　24,000 円）24,000 円

　医療分年税額（100 円未満切り捨て）

　①＋②＋③＋④＝ 318,200 円

介護分・・・対象者の分のみ（例では夫のみ）
⑤所得割額（税率 1.56％）

　2,000,000 円（主の所得）－ 330,000 円（基礎控除）＝ 1,670,000 円

　1,670,000 円× 1.56％＝ 26,052 円

⑥資産割額（税率 8.0％）（本年度固定資産税額）100,000 円

　100,000 円× 8.0％＝ 8,000 円

⑦均等割額（税率 6,400 円／人）（被保険者数１人）

　１× 6,400 円＝ 6,400 円

⑧平等割額（対象者がいる１世帯あたり 5,200 円）

　5,200 円

　介護分年税額（100 円未満切り捨て）

　⑤＋⑥＋⑦＋⑧＝ 45,600 円

計算例

年金が年額 18万円以上の人 年金が年額 18万円未満の人
特別徴収　年金の定期支払い（年６回）の時に、介

護保険料があらかじめ差し引かれます。
特別徴収の対象となる年金は、老齢（退職）
年金、遺族年金、障害者年金です。

普通徴収　市が送付する納付書（口座振替）で指定の
金融機関又は郵便局で納めることになりま

す。

※老齢福祉年金等については、年金からの差し引き
の対象とはなりません。

※今年の 10 月からは、年度途中でも、条件を満たせ
ば特別徴収へ移行できます。詳しくは、お問い合
わせください。

家族構成　夫婦（夫（世帯主）42 歳、妻 38 歳）子２人（学生、収入無し）
　　　　　（前年度中の所得等）
　　　　　世帯主　営業所得：2,000,000 円…本年度　固定資産税（土地・家屋のみ）100,000 円
　　　　　妻　　　給与所得：   500,000 円　（給与収入：1,150,000 円）



　鹿屋市議会議員の在任特例期間満了に伴う、市議会議員
選挙が４月23日に行われました。
　合併後初めて行われた市議会議員選挙は、今回に限り鹿
屋選挙区 24人、吾平選挙区３人、輝北選挙区２人、串良選
挙区５人の定員を設けて実施。開票の結果、鹿屋市民の代表
となる34人が決まりました。

（掲載は五十音順。敬称略）

串良選挙区

野
田
郁
也
（
48
）

高
須
町鹿屋選挙区

東　

秀
哉
（
52
）

郷
之
原
町鹿屋選挙区

福
岡
幸
二
（
67
）

上
祓
川
町鹿屋選挙区

別
府
込
初
男
（
57
）

串
良
町
細
山
田串良選挙区

前
田
昭
紀
（
63
）

吾
平
町
麓吾平選挙区

牧
野
幸
男
（
64
）

川
西
町鹿屋選挙区

道
下　

勝
（
57
）　

寿
７
丁
目鹿屋選挙区

宮
島
真
一
（
57
）

笠
之
原
町鹿屋選挙区

本
白
水
捷
司
（
62
）

海
道
町鹿屋選挙区

森
園
一
美
（
59
）串良

町
上
小
原串良選挙区

山
川
耕
夫
（
54
）串良

町
細
山
田串良選挙区

山
﨑
隆
夫
（
51
）

田
淵
町鹿屋選挙区

山
元　

勉
（
58
）

上
野
町鹿屋選挙区

吉
国
重
光
（
65
）西

原
４
丁
目鹿屋選挙区

米
永
淳
子
（
43
）

上
谷
町鹿屋選挙区

中
牧
和
美
（
56
）

上
野
町鹿屋選挙区

永
山
勇
人
（
43
）吾

平
町
上
名吾平選挙区

西
口
純
一
（
57
）

高
須
町鹿屋選挙区

西
薗
孝
行
（
64
）

古
里
町鹿屋選挙区

有権者数
投票者数
投 票 率

81,893人
58,134 人
70.99％

宇
戸　

需
（
54
）

寿
２
丁
目鹿屋選挙区

大
久
保
博
文
（
42
）

串
良
町
岡
崎串良選挙区

太
田　

茂
（
60
）

野
里
町鹿屋選挙区

岡
元
浩
一
（
45
）

横
山
町鹿屋選挙区

奥
山
康
夫
（
62
）輝

北
町
市
成輝北選挙区

梶
原
正
憲
（
59
）

旭
原
町鹿屋選挙区

加
治
屋
光
次
（
67
）

吾
平
町
下
名吾平選挙区

黒
木
次
男
（
56
）

下
高
隈
町鹿屋選挙区

黒
永　

肇
（
65
）

萩
塚
町鹿屋選挙区

小
園　

博
（
48
）

共
栄
町鹿屋選挙区

柴
立
俊
明
（
57
）

寿
８
丁
目鹿屋選挙区

下
本
地
隆
（
48
）

田
崎
町鹿屋選挙区

白
坂
茂
美
（
66
）

下
祓
川
町鹿屋選挙区

田
之
上
豊
隆
（
56
）

輝
北
町
下
百
引輝北選挙区

今
村
光
春
（
54
）串良

町
上
小
原

全

体

有権者数
投票者数
投 票 率

61,582 人
42,510人
69,03％

鹿

屋

有権者数
投票者数
投 票 率

5,930人
4,543人
76.61％

吾

平

有権者数
投票者数
投 票 率

3,535人
3,046人
86.17％

輝

北

有権者数
投票者数
投 票 率

10,846人
8,035人
74.08％

串

良
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米軍空中給油機
移駐問題

運
用
形
態
な
ど
の

　

詳
細
は
明
ら
か
に
さ
れ
ず

　

４
月
28
日
に
、
防
衛
施
設
庁
の

戸
田
次
長
ら
が
、
空
中
給
油
機
部

隊
の
移
駐
先
変
更
の
経
緯
等
に
関

す
る
説
明
の
た
め
鹿
屋
市
を
訪
問
。

文
書
等
は
な
く
、
口
頭
に
よ
る
説

明
を
約
１
時
間
に
わ
た
っ
て
行
い

ま
し
た
。

　

説
明
の
主
な
内
容
は
、

●
空
中
給
油
機
部
隊
は
、
先
の
中

間
報
告
に
お
い
て
は
「
鹿
屋
基

地
が
優
先
し
て
検
討
さ
れ
る
」

と
し
て
い
た
が
、
空
中
給
油
機

は
部
隊
員
３
０
０
名
に
加
え
、

後
方
支
援
要
員
を
相
当
数
必
要

と
す
る
。

　
　

後
方
支
援
用
員
を
鹿
屋
に
置

く
こ
と
は
効
率
的
で
な
く
、
米

軍
の
運
用
上
、
岩
国
基
地
が
効

率
的
で
あ
る
と
い
う
米
国
側
の

内
部
事
情
等
に
よ
り
、
岩
国
を

移
駐
先
に
決
定
し
た
こ
と
。
ま

た
、
こ
れ
に
伴
い
岩
国
の
運
用

の
増
大
を
緩
和
す
る
た
め
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
で
鹿
屋
基
地
等
に

展
開
す
る
こ
と

●
鹿
屋
基
地
は
、
空
中
給
油
機
の

「
訓
練
・
運
用
基
地
」
と
し
て

位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、

そ
の
詳
細
は
、
今
後
、
日
米
間

で
検
討
さ
れ
る
こ
と

●
部
隊
は
常
駐
し
な
い
こ
と
か
ら
、

鹿
屋
基
地
の
既
存
施
設
の
活
用

を
基
本
と
し
、
新
た
な
施
設
整

備
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
、
今

後
、
検
討
す
る
こ
と

●
中
間
報
告
に
盛
り
込
ま
れ
て
い

た
「
日
本
の
他
の
場
所
か
ら
の

追
加
的
な
自
衛
隊
、
米
軍
の
航

空
機
は
、
鹿
屋
基
地
に
一
時
的

に
展
開
す
る
」
こ
と
に
つ
い
て

は
、
変
更
は
な
い
。

と
い
う
も
の
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
説
明
に
対
し
、
山

下
市
長
は
、
大
隅
地
域
全
体
の
最

終
的
な
総
意
と
し
て
『
断
固
、
移

駐
反
対
』
を
国
に
申
し
入
れ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
合

意
案
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
こ
と

は
大
変
残
念
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、

新
た
な
負
担
が
増
え
る
こ
と
に

対
し
、
こ
れ
ま
で
国
防
の
一
翼
を

担
っ
て
き
て
い
る
「
基
地
の
ま
ち
」

と
し
て
、
大
き
な
戸
惑
い
を
感
じ

る
と
と
も
に
、
反
対
の
立
場
に
変

わ
り
は
な
い
こ
と
を
伝
え
ま
し
た
。

　

今
回
の
説
明
を
受
け
た
こ
と
か

ら
、
こ
れ
か
ら
鹿
屋
市
と
し
て
は
、

前
回
の
中
間
報
告
と
同
様
に
、
ま

ず
鹿
屋
市
議
会
に
報
告
・
説
明
を

行
い
、
意
見
を
頂
き
、
併
せ
て
『
鹿

屋
市
米
軍
移
転
問
題
に
関
す
る
意

見
交
換
会
議
』
な
ど
関
係
会
議
を

早
急
に
開
催
し
、
広
く
市
民
・
地

域
の
意
見
を
伺
い
、
改
め
て
集
約
・

整
理
し
て
、
鹿
屋
市
と
し
て
の
考

え
方
を
取
り
ま
と
め
、
国
に
伝
え

る
こ
と
を
申
し
述
べ
ま
し
た
。

　

な
お
、
５
月
２
日
未
明
に
米
国

ワ
シ
ン
ト
ン
で
開
か
れ
た
日
米

安
全
保
障
協
議
委
員
会
に
お
い
て
、

米
軍
再
編
の
最
終
の
取
り
ま
と
め

が
、
合
意
・
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

（
合
意
文
書
の
鹿
屋
市
関
係
分
）

　

Ｋ
Ｃ
１
３
０
飛
行
隊
は
、
司
令

部
、
整
備
支
援
施
設
及
び
家
族
支

援
施
設
と
と
も
に
、
岩
国
飛
行
場

を
拠
点
と
す
る
。
航
空
機
は
、
訓

練
及
び
運
用
の
た
め
、
海
上
自
衛

隊
鹿
屋
基
地
及
び
グ
ア
ム
に
定
期

的
に
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
展
開
す

る
。
Ｋ
Ｃ
１
３
０
航
空
機
の
展
開

を
支
援
す
る
た
め
、
鹿
屋
基
地
に

お
い
て
必
要
な
施
設
が
整
備
さ
れ

る
。

　

こ
の
文
書
に
盛
り
込
ま
れ
た
内

容
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
同
様
、

不
明
な
点
が
多
い
こ
と
か
ら
、
文

書
の
内
容
と
と
も
に
、
詳
細
が
分

か
り
次
第
、
市
民
の
皆
様
に
ご
報

告
を
行
い
、
ま
た
、
各
会
議
の
結

果
等
に
つ
い
て
も
、
お
知
ら
せ
し

て
い
く
予
定
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
地
域
政
策
課

　

☎
０
９
９
４-

31-

１
１
５
４

　米軍空中給油機部隊の移駐については、
米軍による運用効率の観点から岩国基
地へ移駐することになり、鹿屋基地には
「ローテーションで展開し、訓練・運用を
行う」ことが、日米両政府間で合意され
ました。
　このことについて４月 28 日に、防衛施
設庁による鹿屋市への説明が行われまし
た。

４月28日、鹿屋市を訪れた防衛施設庁の戸田次長らが、空中給油
機部隊の移駐先変更の経緯等を説明。
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実
施
場
所

　

左
記
の
２
か
所
で
行
い
ま
す
。

事
前
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

○
大
黒
保
育
園
（
下
高
隈
町
）

　
　
　
　
　

☎ 

45-

３
０
７
８

○
愛
育
園
（
新
川
町
）

　
　
　
　
　

☎ 

41-

０
８
２
０

対
象
児
童

　

原
則
と
し
て
、
認
可
保
育
所
に

入
所
し
て
い
る
児
童
で
、
日
曜
・

祝
日
も
仕
事
な
ど
の
た
め
家
庭
で

の
育
児
が
で
き
な
い
場
合
に
、
対

象
と
な
り
ま
す
。

※
私
的
理
由
に
よ
る
場
合
は
、
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。

※
認
可
保
育
所
に
入
所
し
て
い
な

い
児
童
で
も
、
ほ
か
に
支
障
が

な
い
範
囲
で
保
育
し
ま
す
。
た

だ
し
、
こ
の
場
合
は
、
勤
務
証

明
書
等
の
提
出
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

利
用
方
法

　

事
前
に
登
録
（
毎
年
度
）
が
必

要
で
す
。
市
子
育
て
支
援
課
（
⑩

番
窓
口
）
、
又
は
総
合
支
所
健
康

福
祉
課
窓
口
で
登
録
申
請
を
し
て

く
だ
さ
い
。(

印
鑑
が
必
要
で
す
）

　

な
お
、
緊
急
の
利
用
は
原
則
で

き
ま
せ
ん
。
利
用
す
る
時
は
、
利

用
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
実
施
保

育
所
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※
利
用
希
望
者
が
多
い
日
等
は
、

利
用
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
。

保
育
時
間

　

８
時
〜
17
時
（
原
則
）

開
所
時
間

　

７
時
30
分
〜
18
時

利
用
料
金
…

〈
１
日
あ
た
り
〉

　

０
歳
児
…
…
…
１
，
５
０
０
円

　

１
歳
以
上
児
…
１
，
０
０
０
円

〈
１
時
間
あ
た
り
〉

　

０
歳
児
…
…
…
…
…
３
０
０
円

　

１
歳
以
上
児
…
…
…
２
０
０
円

〈
昼
食
費
〉
…
…
…
…
２
０
０
円

※
年
齢
は
、
登
録
申
請
の
あ
っ
た

月
の
初
日
を
基
準
と
し
ま
す
。

屋外で元気に遊ぶ子供たち！

放課後、児童クラブに来た子供たちは、
まず、学校の宿題を済ませます。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

か
の
や

子
育
て
ガ
イ
ド
②

対
象
児
童

　

原
則
と
し
て
、
仕
事
な
ど
に
よ

り
昼
間
保
護
者
が
在
宅
し
て
い
な

い
小
学
校
１
年
生
か
ら
３
年
生
ま

で
の
児
童
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

利
用
方
法

　

希
望
す
る
児
童
ク
ラ
ブ
に
連
絡

し
て
、
登
録
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

開
設
日
・
開
設
時
間
・
利
用
料
金

　

児
童
ク
ラ
ブ
に
よ
っ
て
開
設

日
・
開
設
時
間
・
利
用
料
金
が
異

な
り
ま
す
。
希
望
す
る
児
童
ク
ラ

ブ
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

クラブ名 所在地 電話番号
鹿屋学童育成クラブ 大手町 42-2663
寿学童育成クラブ 寿 5丁目 41-2568
わかば児童クラブ 寿 4丁目 44-5234
こばと児童クラブ 川西町 42-4480
笠之原児童育成クラブ 笠之原町 42-2919
二葉児童クラブ 上谷町 44-6107
はらい川児童クラブ 祓川町 42-2250
西原台学童育成クラブ 今坂町 44-6577
花岡児童育成クラブ 花岡町 46-3764
和光児童クラブ 横山町 48-2931
エンゼル児童クラブ 札元 2丁目 43-9353
南部幼稚園学童クラブ 下堀町 44-6850
吾平児童クラブ 吾平町上名 58-8220
いずみ幼稚園学童クラブ 吾平町上名 58-6893

細山田保育園
わんぱく児童クラブ 串良町細山田 62-2026

正徳仲良しクラブ 串良町岡崎 63-2186
上小原児童クラブ 串良町上小原 63-3657

平成 18 年度鹿屋市放課後児童クラブ一覧表

休
日
保
育

【問い合わせ】市子育て支援課　☎ 0994-31-1134

Town Topics

　３月30日、大隅肝属地区消防組
合の橋口浩美消防司令補が、救急患
者に強心剤の投与ができる「薬剤投
与認定救急救命士」の認定を受けま
した。
　救急患者による強心剤の投与は、
４月１日の法改正により可能になっ
た救命処置。170時間もの講習と50
時間の病院実習を経て認定を受けた
橋口消防司令補は、「救命率向上に
つなげたいですね」と抱負を語って
くれました。

投
薬
で
き
る

救
急
救
命
士
誕
生

　４月３日、大隅肝属地区消防組合本部の通信指令
室で、高機能消防指令システムの運用開始式が行わ
れました。
　最先端技術を駆使した同システムは、119番通報
を受けて入力すると瞬時に発生場所の周辺地図を画
面に表示。同時に消防・救急車両の運用状況を確認
して出動命令を出すほか、消防団や病院などの関係
機関に一斉連絡する仕組みになっています。これま
でのシステムと比べ、初動が約２分短縮でき、初動
体制の迅速化と防災活動の円滑化が期待されていま
す。

　４月５日、鹿屋運動公園屋内運
動場で鹿屋体育大学の新入生230人
の歓迎会が開催されました。
　この歓迎会は、市内の各種団体で
つくる地域づくり交流実行委員会
が、地域住民と触れ合うことで新
入生に早く地域にとけ込んでもら
おうと毎年行っているもの。大鍋
で煮た豚汁や煮しめ、天ぷら、焼
肉など、用意された約500食分の料
理を囲みながら交流が深められま
した。

　４月５日、輝北町農業公社研修管
理棟で、財団法人輝北町農業公社の
研修生の修了式と受入式が行われま
した。
　式には、２年間のスプレー菊栽培
の研修を終え輝北地区で新規に就農
する第５期研修生３人と、これから
新たにスプレー菊栽培の研修を受け
る第７期研修生の３人が出席。「輝
北の菊を全国に広めたい」「一日も
早く栽培技術をマスターしたい」と
抱負を語りました。

農業公社研修生の
修了式と受入式

早く地域にとけ込んで

　４月６日、入学式が行われた市
内の各小学校でピッカピカ作戦が
行われました。
　これは、市内の新入学児童全員に
黄色い帽子や鈴付きワッペンなど
の交通事故防止グッズを配り、児
童を交通事故から守ろうと鹿屋市
交通安全協会などが毎年行ってい
るもの。鶴羽小では、入学式を迎
えた新入学児童に「入学おめでと
う」と声をかけながら、交通事故
防止グッズを配っていました。

交通事故から子供を守る

消
防
指
令
の

新
シ
ス
テ
ム
を
導
入

※市外局番は全て0994です
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Town Topics

　４月６日から１週間、吾平町道徳
教育推進員が、吾平地区内20か所
で、ひと声添えたあいさつ運動を展
開しました。　
　この運動は、『おはよう』のあい
さつに一言添えて、子どもたちと、
心の響き合う交流を行おうというも
ので、今年で４年目。「学校にはも
う慣れた？」「得意な科目はなに？」
といった、推進員の一言添えたあい
さつに、子どもたちも元気に返事を
していました。

　４月７日、吾平、輝北、串良の各シルバー人材センターが、４月
１日付けで鹿屋市シルバー人材センターに統合されたのを記念して、
市文化会館で統合記念式典が開催されました。
　この統合は、シルバー人材センターが、ひとつの自治体に、ひと
つのセンターと決められていることから、１市３町の合併に伴い行
われたもの。関係者約800人が出席した式典では、大迫愿理事長が「多
様化する市民のニーズに応え、地域社会の重要な担い手としてその
役割を果たしたい」とあいさつしました。
　今回の統合により鹿屋市シルバー人材センターの会員数は、約
900人となります。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
統
合
記
念
式
典
を
開
催

あいさつにひと声添えて

　４月８日、輝北町上百引の輝北
運動場で、第18回加瀬田ケ城旗争
奪ゲートボール大会が開催されま
した。
　大会には大隅地域全域から50
チーム、約300人が参加。お互いの
親睦を図りながら、日ごろの練習
の成果を競い合いました。成績は
次のとおり。
【優　勝】かもめ（寿２丁目）
【準優勝】上之原（肝付町）
【３　位】仮屋Ｂ（下高隈町）

加瀬田ケ城旗争奪
ゲートボール大会を開催

　４月８・９日に千葉市で開催さ
れた国際空手道選手権大会の組み
手女子12歳～14歳45kg以上の部に
出場した細山田中学校３年の山川
綾夏さん（串良町細山田）が、準
優勝しました。
　同大会は、幼児から高校生まで
出場する大会で、日本を含む欧米、
アジアなど15か国から約1,200人が
出場。山川さんは、「今までの練
習の成果を発揮できた結果です」
と話してくれました。

　４月９日、霧島ヶ丘公園の周辺で、
鹿児島県産業廃棄物協会大隅支部が
中心となって、不法投棄ゴミの撤去
を行いました。
　これは、「かのやばら園」のグラ
ンドオープンを前に、周辺の環境
美化を進めようと行われたもので、
108人が参加。道路沿いの山林など
に捨てられた、テレビや冷蔵庫、自
転車などの粗大ゴミをはじめ、大量
の空き缶やペットボトルなど約３ト
ンのゴミを撤去しました。

不法投棄された
ゴミを撤去

　４月10日、鹿屋市の新しい国際
交流員（ＣＩＲ）に、韓国出身の
金
キ ム ト キ

德姫さんが着任しました。
　「大隅半島は自然がとてもきれい
なところ。韓国の料理や文化を紹介
したいですね」と話す金さんの任期
は１年。串良総合支所を活動の中心
にして、友好親善盟約を結ぶ串良地
区の３小学校と韓国の小学校の橋渡
し役をはじめ、韓国料理講座の開催
や通訳、翻訳など様々な活動を行う
予定です。

新しい国際交流員
（ＣＩＲ）が着任

　４月８日、今坂町の小塚公園で旧鹿屋航空基地特別攻撃隊戦没者追悼式が
行われました。
　これは、旧海軍鹿屋航空基地から特別攻撃隊として出撃していった908人
の霊を慰めようと毎年行われているもので、当日は全国各地から生存者や遺
族、関係者など約450人が参列。式では、山下市長が「今日の平和と繁栄は、
祖国のために尊い命を捧げられた戦没者の方々のおかげです。心よりご冥福
をお祈りいたします」とあいさつ。その後、遺族などによる献花、遺書朗読、
生存者による「同期の桜」の合唱が行われ、平和の尊さが確認されました。

　４月12日、霧島ヶ丘公園で電気
工事のボランティア作業が行われま
した。
　これは、鹿屋肝属電気設備協同組
合が、公園の外灯をきれいにして訪
れる人に喜んでもらおうと、毎年実
施しているもので、約40人が参加。
高所作業車８台を使って、園内に設
置された外灯14基のサビ落としや
塗装、電球の取り替えなどを行いま
した。

　４月９日、輝北町市成の日枝神社で畜産まつり（輝北町商工会主催）が開
催されました。
　まつりは、畜産振興を祈願するため、牛馬の神と知られ「山王どん」の愛
称で親しまれる日枝神社で毎年行われています。約2,000人が訪れた境内に
は多数の出店が立ち並び、ステージでは踊りやカラオケ、太鼓などが披露さ
れたほか、スポーツ少年団による剣道大会、弓道大会も行われ、にぎわって
いました。
　また、畜産まつり恒例の抽選会では、輝北町上百引の濱屋カツエさんが特
賞の黒毛和牛一頭を見事引き当て大変喜んでいました。

日枝神社畜産まつり開催外灯14基をきれいに 国際空手道選手権大会で
準優勝

旧鹿屋航空基地特別攻撃隊戦没者追悼式
平和の尊さを確認
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Town Topics

　昨年の２月８日に、吾平町上名
の東原地区で発生した土砂災害時
の功労が称えられ、吾平消防団（田
畑昭南団長、団員129人）が消防庁
長官表彰を受賞しました。
　この災害では幅80ｍ、高さ20ｍ
にわたり土砂が崩れ、団員は発生
した火災の消火と生き埋め者の救
助作業に徹しました。今回の表彰
は、この時の冷静沈着な判断力と、
一致団結した行動力が認められた
ものです。

功績をたたえ
消防庁長官表彰を受賞

　吾平地区の小中学校の児童及び
生徒が、４月７日から12日にかけ
て早期水稲の田植えを行いました。
　これは、米作りを通して、豊か
な人間性を育てようと、総合学習
の時間を利用して行われた体験学
習で、下名小学校では、学校近く
の田んぼ約948㎡で、５・６年生
34人が田植えに挑戦。子供たちは、
慣れない田んぼに悪戦苦闘しなが
らも、収穫を楽しみに一苗一苗丁
寧に植えていました。

収穫を楽しみに田植え

　４月29日、きほく上場公園で輝北
グリーンハイキング（輝北うわば公
園まちづくり公社主催）が開催され
ました。
　これは上場公園の爽やかな新緑を
満喫してもらおうと毎年行われてい
るもので、市内外から101人が参加。
８kmのハイキングコースを約２時
間かけて歩きました。また、終了後
は、全員に認定証が配られたほか地
元特産品が当たる抽選会が行われ盛
り上がっていました。

　輝北町つわぶき婦人消防隊（重田
久代隊長、隊員11人）が日本消防
協会長表彰を受賞したのを受け、４
月18日、県庁で表彰伝達式があり
ました。
　同消防隊は、平成13年に全国女
性消防操法大会に県代表として出場
したほか、発足以来地域の老人宅を
訪問したり、出初式に参加するなど
して防火意識の高揚に努めてきまし
た。今回の表彰は、このような活動
が評価されたものです。

　４月24日、鹿屋市役所で東京都に本社を持つ飯田機械株式会社と鹿屋市
の立地協定の調印式が行われました。
　同社は、主に工作機械、医療機器等の設計、製作、販売を行う会社として
昭和46年に創業。今回、医療機器（外科用縫合針）の国内での需要増に早
急に対処するため、優秀な人材の確保が期待される鹿屋市への進出が決定し
ました。新工場は串良町上小原に設置し、今年６月に操業開始を予定。新規
雇用者は当初11人、将来的には約30人が見込まれており、地域経済の発展
に貢献するものと期待されています。

飯
田
機
械
株
式
会
社
と

立
地
協
定

踏み台52台を寄贈

　４月19日、市営鳴之尾牧場で入牧式が行われ、生後６か月から12か月令
の子牛58頭が緑豊かな牧草地に放牧されました。
　今年は鹿屋地区（12戸29頭）に加え、輝北地区（４戸10頭）、串良地区（８
戸19頭）からも入牧。標高約480m～550mにある同牧場に放たれた子牛は、
起伏に富んだ傾斜地で足腰が鍛えられ、自家育成牛に比べ乳量と出産回数が
増え、耐用年数も1年以上長くなります。放牧期間は１年～２年ほどで、人
工授精で受胎後、各酪農家に里帰りします。

58頭が元気に入牧

　４月16日、姶良川河川愛護会が、
姶良川にアユの稚魚40kg（約1,000
匹）を放流しました。
　放流は、姶良川をアユの住むきれ
いな川にして、人と川のつながりを
深めようと、昭和56年から毎年行
われているもの。「大きく育てよ！」
と声をかけながら放流された体長
12cm程の稚魚は、６月中旬には体
長20cm程に成長。姶良川でアユ釣
りを楽しめるようになるそうです。

姶良川にアユを放流

　４月18日、串良町下小原で（仮称）熱回収施設及びリサイクルセンター
建設工事の安全祈願祭が開催されました。
　安全祈願祭には、工事関係者など約60人が参加して、刈そめや杭打ちを
はじめ、玉串の奉納を行い安全を祈願。その後、肝属地区一般廃棄物処理組
合管理者を務める山下市長が「３年かけて安全で環境にやさしい施設を選択
した。２市４町17万４千人が利用するごみ処理施設として、この施設の機
能を十分発揮されなければならない」とあいさつしました。
　平成20年３月末には、1日あたり128トンの家庭ごみの熱処理及び17.1ト
ンをリサイクルできる、地下１階、地上５階建ての施設が完成する予定です。

婦人消防隊が
日本消防協会長表彰を受賞

　４月10日、鹿屋市建具木工組合
が建具の日（４月10日）に合わせて、
木製の踏み台52台を寄贈しました。
　この踏み台は、足腰の弱い高齢者
などに、段差がある玄関や風呂場な
どで活用してもらおうと贈られたも
の。用途に合わせて数種類あり、幅
は約40cm～60cmで、高さは20cm
前後。市内10か所の在宅介護支援
センターを通じて高齢者などに贈ら
れました。

輝
北
グ
リ
ー
ン
ハ
イ
キ
ン

グ
を
開
催

（仮称）熱回収施設及びリサイクルセンター

建設工事の安全を祈願
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か
の
や
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く

り
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員
を
募
集

　

男
女
が
社
会
参
画
し
や
す
い
環

境
を
創
る
た
め
に
、
男
女
で
共
に

考
え
る
機
会
を
提
供
す
る
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。
男
女
を

問
わ
ず
、
フ
ァ
ー
ラ
ム
の
企
画
か

ら
運
営
ま
で
し
て
い
た
だ
け
る
実

行
委
員
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ

フ
）
を
募
集
し
ま
す
。

● 

開
催
予
定
月
＝
平
成
18
年
10
月

● 

運
営
期
間
＝
６
月
〜
10
月
（
５

回
程
度
）

● 

応
募
期
限
＝
６
月
２
日
（
金
）

● 

応
募
方
法
＝
電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
等

を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

● 

募
集
人
員
＝
10
人
程
度
（
応
募

者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
）

● 

そ
の
他
＝
謝
礼
、
旅
費
等
の
支

給
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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０
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鹿
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市
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民
活
動
推
進
課

男
女
共
同
参
画
推
進
室

☎
０
９
９
４

─

31

─

１
１
４
７

FAX 

０
９
９
４

─

31

─

１
１
７
０

e-m
ail

danjyo@
e-kanoya.net 

平
成
18
年
度
赤
十
字
講

習
会
受
講
生
を
募
集

救
急
法
・
救
急
員
養
成
講
習
会

● 

日
時
＝
８
月
26
日
（
土
）
・
27

日
（
日
）
、
９
月
２
日
（
土
）

・
３
日
（
日
）
の
９
時
〜
17
時

● 

場
所
＝
鹿
屋
体
育
大
学

● 

内
容
＝
救
急
法
に
つ
い
て
、
心

肺
蘇
生
法
、
傷
と
止
血
な
ど

● 

対
象
＝
15
歳
以
上

※
受
講
証
を
交
付
し
ま
す
。
ま
た

検
定
を
実
施
し
、
合
格
者
に
は

「
赤
十
字
救
急
法
救
急
員
認
定

証
」
を
交
付
し
ま
す
。

● 

受
講
料
＝
無
料
（
教
材
費
３
，

　

０
０
０
円
必
要
）

● 

定
員
＝
30
人
（
定
員
に
な
り
次

　

第
締
め
切
り
）

水
上
安
全
法
・
救
助
員
養
成
講
習

会● 

日
時
＝
５
月
20
日
（
土
）
・
21

日
（
日
）
・
27
日
（
土
）
・
28

日
（
日
）

救
助
員
資
格
者
限
定
講
習
会

● 

日
時
＝
７
月
22
日
（
土
）
〜
24

日
（
月
）

※
他
に
も
様
々
な
講
習
会
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

男
女
共
同
参
画
の
推
進

懇
話
会
委
員
と
フ
ォ
ー

ラ
ム
実
行
委
員
を
募
集

鹿
屋
市
男
女
共
同
参
画
推
進
懇
話

会
委
員
を
募
集

　

市
の
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る

様
々
な
施
策
を
実
施
す
る
に
あ
た

り
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を

伺
う
た
め
、
懇
話
会
の
委
員
を
募

集
し
ま
す
。

● 

応
募
資
格
＝
市
内
に
在
住
又
は

在
勤
す
る
人
で
男
女
共
同
参
画

社
会
づ
く
り
に
意
欲
的
で
あ
り
、

懇
話
会
等
へ
参
加
で
き
る
人

● 

任
期
＝
平
成
18
年
７
月
〜
平
成

20
年
６
月

● 

活
動
内
容
＝
年
間
３
回
の
懇
話

会
に
お
い
て
、
施
策
の
調
査
・

検
討
等
を
行
う
。

● 

募
集
人
数
＝
５
人
（
応
募
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

● 

応
募
方
法
＝
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
連
絡
先
、
懇
話
会
に
参
画

す
る
動
機
（
活
動
歴
、
自
己
ア

ピ
ー
ル
）
等
を
簡
単
に
記
入
し
、

郵
送
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
等
で
応
募
し

て
く
だ
さ
い
。

● 

申
込
期
限
＝
６
月
５
日
（
月
）

※
必
着

Information
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ï
ï

ï
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い
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せ
・
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〒
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鹿
児
島
市
鴨
池
新
町
１

─

５

　

日
本
赤
十
字
社
鹿
児
島
県
支
部
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０
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─

２
５
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─

２
０
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９

伝
統
文
化
子
供
教
室
参

加
者
を
募
集

● 

対
象
者
＝
小
学
校
３
年
生
〜
中

学
校
３
年
生

● 

募
集
人
数
＝
20
人
程
度

● 

内
容
＝
太
鼓
、
篠
笛
等

● 

期
間
＝
６
月
10
日
か
ら
毎
週

土
・
日
曜
日
（
20
回
程
度
）

● 

会
場
＝
祓
川
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
・
地
域
公
民
館
等

● 

申
込
方
法
＝
住
所
、
氏
名
（
ふ

り
が
な
）
、
電
話
番
号
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
年
齢
、
性
別
、
学
校
名
、

学
年
を
明
記
し
て
往
復
は
が
き
、

Ｅ
メ
ー
ル
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
左
記

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
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2006 5月

６月１日は人権擁護委員の日
　全国人権擁護委員連合会では、人権擁護委員法が施行
された６月１日を「人権擁護委員の日」と定め、この日
に「全国一斉特設人権相談」を実施します。
　相談は無料で秘密は守られます。お気軽に相談してく
ださい。

全国一斉特設人権相談
●開  設  日＝６月１日（木）
●開設時間＝ 10時～ 15時
●開設場所＝・鹿屋市役所（７階多目的ホール）
　　　　　　・コミュニティセンター吾平振興会館
　　　　　　・串良公民館
　　　　　　・輝北総合福祉センター

【問い合わせ】
　鹿児島地方法務局鹿屋支局　☎ 0994-43-6790

有
村　

達
郎

（
下
高
隈
町
）

西
薗　

美
恵
子

（
古
里
町
）

柿
元　

洋
子（新

生
町
）

森
永　

晃
治

（
輝
北
町
市
成
）

※人権擁護委員は、法務大臣から委嘱を受けた民間の人た
ちです。現在、県内には約 260 人の人権擁護委員が配
置されており、地域で様々な啓発活動を行ったり、人権
相談を受けるなど積極的な活動を行っています。

人権擁護委員

西
馬
場　

孝
（
寿
７
丁
目
）

畠
野　

勝
昭

（
西
原
２
丁
目
）

箱
田　

牧
子（田

淵
町
）

福
田　

芳
子

（
寿
４
丁
目
）

杉
本　

五
男

（
吾
平
町
上
名
）

野
村　

静
雄

（
串
良
町
細
山
田
）

本
村　

ヤ
ス
子

（
串
良
町
上
小
原
）

亀
山　

睦
子

（
串
良
町
岡
崎
）

☎
０
９
９
４
─43
─９
３
８
０

頭
が
い
い
人
、
悪
い
人
の
〈
口
ぐ
せ
〉　　

樋
口　

裕
一
著

マ
マ
の
狙
撃
銃　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

荻
原　

浩
著

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
コ
ス
モ
ス　
　
　
　
　
　
　

  

恩
田　

陸
著

愛
の
あ
と
に
く
る
も
の　
　
　
　
　
　
　
　

  

辻　

仁
成
著

マ
リ
ア
探
偵
社　

妖
怪
フ
レ
ン
ド　
　
　

  

川
北　

亮
司
作

さ
ら
わ
れ
た
花
嫁　
　
　
　
　
　
　
　

  

あ
さ
の
あ
つ
こ
作

徳
川
さ
ん
宅
（
ち
）
の
常
識　
　
　
　
　

  

徳
川　

義
宣
著

ド
リ
ー
ム
バ
ス
タ
ー
３　
　
　
　
　
　

  

宮
部　

み
ゆ
き
著

町
長
選
挙　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

奥
田　

英
朗
著

背
負
い
富
士　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

山
本　

一
力
著
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非
常
識　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

ア
ン
ト
ニ
オ
猪
木
著

佐
賀
の
が
ば
い
ば
あ
ち
ゃ
ん　
　
　
　
　

  

島
田　

洋
七
著

子
ど
も
の
こ
こ
ろ
を
感
じ
て
み
よ
う
よ　
　

  

葉　

祥
明
著

グ
リ
ー
ン
マ
ン
ト
の
ピ
ー
マ
ン
マ
ン　

  
さ
く
ら
と
も
こ
作

ぎ
ゅ
う
っ
と  

だ
っ
こ　
　
　
　
　
　
　

い
そ　

み
ゆ
き
作

小
児
救
急
「
悲
し
み
の
家
族
た
ち
」
の
物
語

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

鈴
木　

敦
秋
著

光
と
と
も
に･･･

７
巻
〜
自
閉
症
児
を
抱
え
て
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

戸
部　

け
い
こ
著

マ
ー
ク
・
記
号
の
大
百
科
（
全
６
巻
）　

太
田　

幸
夫
監
修

☎
０
９
９
─４
８
６
─０
５
０
５

私
の
中
に
答
え
は
あ
る
か　
　
　
　
　
　

  

内
田　

春
菊
著

イ
ル
カ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

よ
し
も
と
ば
な
な
著

盾
（
シ
ー
ル
ド
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

竜
著

雲
を
斬
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

池
永　

陽
著

ゆ
り
か
ご
で
眠
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

垣
根　

涼
介
著

女
た
ち
は
二
度
遊
ぶ　
　
　
　
　
　
　
　

  

吉
田　

修
一
著

半
次
捕
物
控　

泣
く
子
と
小
三
郎　
　
　

  

佐
藤　

雅
美
著

嫁
盗
み
（
重
蔵
始
末　

４　

長
崎
篇
）　　
　

逢
坂　

剛
著
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笑
い
の
力　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

河
合　

隼
雄
ほ
か
著

こ
の
本
の
１
０
０
人
に
学
べ
！
男
の
器
量  

童
門　

冬
二
著

人
を
２
時
間
飽
き
さ
せ
な
い
雑
談
力　
　
　

  

多
胡　

輝
著

お
お
き
く
な
っ
た
ら
な
に
に
な
る　

  

フ
ラ
ン
ソ
ワ
ー
ズ
作

お
わ
り
か
ら
始
ま
る
物
語　
　

  

リ
チ
ャ
ー
ド
・
キ
ッ
ド
作

10
代
の
た
め
の
哲
学　

大
人
の
し
く
み　

ビ
ル
・
バ
ー
ナ
ー
ド
著

さ
っ
ち
ゃ
ん
と
な
っ
ち
ゃ
ん　
　

  

浜
田　

桂
子
さ
く
・
え

図
書
の
案
内
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あ
じ
さ
い
ク
ラ
ブ

　

寿
地
区
を
中
心
に
活
動
す
る
元

気
な
親
子
の
集
ま
り
で
す
。

● 

活
動
日
＝
毎
月
第
３
土
曜
日

● 

活
動
場
所
＝
市
児
童
セ
ン
タ
ー
、

鹿
屋
東
地
区
学
習
セ
ン
タ
ー

● 

活
動
内
容
＝
遠
足
・
わ
く
わ
く

　

ま
つ
り
・
陶
芸
・
ス
ポ
ー
ツ
等

● 

年
会
費
＝
５
０
０
円
（
保
険
料

　

含
む
）

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　

あ
じ
さ
い
ク
ラ
ブ
代
表　

味
吉

　

☎
０
９
９
４

─

41

─

６
２
１
０

※
申
し
込
み
は
市
児
童
セ
ン
タ
ー

で
も
受
け
付
け
ま
す
。
吾
平
、

串
良
、
輝
北
の
み
な
さ
ん
も
ぜ

ひ
入
会
し
て
く
だ
さ
い
。

乳
幼
児
医
療
費
助
成
金

制
度
の
手
続
き
は
お
済

み
で
す
か
？

　

小
学
校
就
学
前
ま
で
の
乳
幼
児

の
医
療
（
病
院
、
薬
局
等
）
に
要

し
た
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

● 

対
象
者
＝
市
内
に
住
所
が
あ
る

小
学
校
就
学
前
ま
で
の
子
供

※
吾
平
町
居
住
者
は
６
歳
の
誕
生

InformationInformation

● 

縦
覧
期
間
＝
５
月
19
日
〜
６
月

１
日

● 

縦
覧
時
間
＝
８
時
30
分
〜
17
時

15
分

● 

縦
覧
場
所
＝
市
都
市
政
策
課
内

● 

意
見
書
の
提
出
＝
こ
の
事
業

計
画
に
つ
い
て
、
意
見
書
を
提

出
す
る
人
は
、
住
所
、
氏
名
及

び
意
見
を
具
体
的
に
記
入
し
て
、

６
月
15
日
（
木
）（
当
日
消
印
有

効
）
ま
で
に
知
事
宛
て
で
県
都

市
計
画
課
（
〒
８
９
０

－

８
５

７
７
鹿
児
島
市
鴨
池
新
町
10
番

１
号
）
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

鹿
児
島
県
都
市
計
画
課

　

☎
０
９
９

─

２
８
６

─

３
６
８
６

　

市
都
市
政
策
課

　

☎
０
９
９
４

─

31

─

１
１
３
０

パ
ー
ク
ヒ
ル
ズ
鹿
屋
土

地
分
譲
の
お
知
ら
せ

土
地
分
譲

● 

区
画
＝
34
区
画
（
注
文
住
宅
も

で
き
ま
す
）

● 

土
地
譲
渡
価
格
＝
３
１
７
万
円

〜
４
９
３
万
円

● 

土
地
面
積
＝
２
０
９
・
88
㎡
〜

３
４
５
・
08
㎡

● 

建
ぺ
い
・
容
積
率

　

建
ぺ
い
率
＝
５
／
10

　

容
積
率
＝
10
／
10

住
宅
施
設
用
地

● 

区
画
＝
１
区
画

● 

土
地
譲
渡
価
格
＝
１
，
２
０
０

万
円

● 

土
地
面
積
＝
５
０
５
・
15
㎡

● 

建
ぺ
い
・
容
積
率

　

建
ぺ
い
率
＝
６
／
10

　

容
積
率
＝
20
／
10

※
随
時
募
集
受
付
中

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　

パ
ー
ク
ヒ
ル
ズ
鹿
屋
販
売
事
務
所

　

☎
０
９
０

─

４
９
８
８

─

９
６
５
７

国
民
健
康
保
険
人
間

ド
ッ
ク
の
お
知
ら
せ

　

国
民
健
康
保
険
の
人
間
ド
ッ
ク

に
つ
い
て
、
受
診
を
希
望
す
る
人

で
、
ま
だ
申
請
を
行
っ
て
い
な
い

人
は
、
被
保
険
者
証
・
印
鑑
を
ご

持
参
の
う
え
、
６
月
２
日
（
金
）

ま
で
に
国
保
介
護
課
国
民
健
康
保

険
係
（
１
階
⑤
番
窓
口
）
ま
た
は
、

各
総
合
支
所
健
康
福
祉
課
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
４
月
28
日

発
行
の
広
報
か
の
や
（
お
知
ら
せ

版
）
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

国
保
介
護
課
国
民
健
康
保
険
係

　

☎
０
９
９
４

─

43

─

２
１
１
１

　
　
　
　
　
　

内
線
３
１
６
０

※
来
所
相
談
を
希
望
す
る
人
は
事

前
に
予
約
し
、
子
育
て
支
援
課

１
階
⑩
番
窓
口
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
子
育
て
支
援
課

　

☎
０
９
９
４

─

43

─

２
１
１
１

　
　
　
　
　
　

内
線
３
１
８
６

打
馬
・
王
子
・
下
祓
川

土
地
区
画
整
理
事
業
の

事
業
計
画
縦
覧

　

鹿
屋
都
市
計
画
事
業
打
馬
・
王

子
・
下
祓
川
土
地
区
画
整
理
事
業

の
事
業
計
画
に
つ
い
て
、
土
地
区

画
整
理
法
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
し

ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
利
害
関
係
者
は
縦
覧
さ

れ
た
事
業
計
画
に
つ
い
て
意
見
が

あ
る
場
合
は
、
縦
覧
期
間
満
了
の

日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
二
週
間

を
経
過
す
る
日
ま
で
に
、
鹿
児
島

県
知
事
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
都
市
計
画
で
定
め
ら

れ
た
事
項
に
つ
い
て
は
、
意
見
書

の
提
出
は
で
き
ま
せ
ん
。

消費税抜価格

地区名 性別  頭数（頭） 平均価格（円） 最高価格（円） 最低価格（円） 平均体重（kg）

月
ま
で

● 

対
象
と
な
る
医
療
費
＝
医
療
機

関
等
で
の
保
険
診
療
に
係
る
自

己
負
担
額

● 

助
成
額

　

３
歳
児
未
満
＝
全
額

　

３
歳
児
以
上
＝
１
か
月
に
３
，

　

０
０
０
円
を
超
え
た
額

※
吾
平
町
居
住
者
は
６
歳
の
誕
生

月
ま
で
全
額
助
成

● 

手
続
き
に
必
要
な
も
の
＝
健
康

保
険
証
、
印
鑑
、
通
帳
（
郵
便

局
を
除
く
）

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
子
育
て
支
援
課

　

☎
０
９
９
４

─

43

─

２
１
１
１

　
　
　
　
　
　

内
線
３
１
４
３

ひ
と
り
で
悩
ん
で
い
ま

せ
ん
か
？

　

家
庭
児
童
相
談
員
と
婦
人
相
談

員
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
持
つ

人
を
対
象
に
電
話
や
面
接
で
の
相

談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
料
は
無
料

で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

● 

相
談
日
＝
月
〜
金
曜
日

● 

時
間
＝
９
時
〜
16
時

● 

相
談
内
容

　

・
子
育
て
に
つ
い
て

　

・
結
婚
、
離
婚
、
男
女
問
題
の

　
　

ト
ラ
ブ
ル

　

・
夫
等
か
ら
の
暴
力
な
ど

市
児
童
セ
ン
タ
ー
地
域

活
動
ク
ラ
ブ
会
員
を
募

集さ
く
ら
ん
ぼ
ク
ラ
ブ

　

保
育
園
・
幼
稚
園
に
通
っ
て
い

な
い
子
供
達
と
お
母
さ
ん
達
が
集

ま
り
活
動
す
る
ク
ラ
ブ
で
す
。

● 

活
動
日
＝
毎
月
第
１
・
第
３
・

第
４
水
曜
日

● 

活
動
場
所
＝
市
児
童
セ
ン
タ
ー

● 

活
動
内
容
＝
歌
、
本
の
読
み
聞

か
せ
、
季
節
ご
と
の
行
事
等

● 

年
会
費
＝
１
，
０
０
０
円
（
保

　

険
料
含
む
）

● 

定
員
＝
35
人

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　

さ
く
ら
ん
ぼ
ク
ラ
ブ
代
表 

山
口

　

☎
０
９
９
４

─

41

─

３
３
６
３

な
か
よ
し
ク
ラ
ブ

　

親
子
、
家
族
で
自
主
的
に
運
営

す
る
地
域
活
動
グ
ル
ー
プ
で
す
。

● 

活
動
日
＝
月
１
回
程
度
（
土
、

日
等
）

● 

活
動
場
所
＝
市
児
童
セ
ン
タ
ー

● 

活
動
内
容
＝
カ
ヌ
ー
及
び
キ
ャ

ン
プ
・
バ
ザ
ー
等

● 

年
会
費
＝
大
人
１
，
０
０
０
円
、

　

子
供
６
０
０
円
（
保
険
料
含
む
）

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　

な
か
よ
し
ク
ラ
ブ
代
表 

瀬
戸
口

　

☎
０
９
９
４

─

41

─

１
３
２
８

　現在、小学校３年生までのお子さんを養育して
いる人に支給されている児童手当は、平成 18年
４月１日から制度が改正され、小学校６年生を養
育している人まで支給されることになりました。
また、所得制限限度額も引き上げられます。

対象年齢
小学校６年生まで

（12 歳到達後最初の年度末）
※平成６年４月２日以降に生まれた児童

所
得
制
限
限
度
額

扶養親族
等の数

自営業者
( 国民年金加入者 )

サラリーマン
( 厚生年金等加入者 )

０人 4,600,000 円 5,320,000 円

１人 4,980,000 円 5,700,000 円

２人 5,360,000 円 6,080,000 円

３人 5,740,000 円 6,460,000 円

４人 6,120,000 円 6,840,000 円

５人 6,500,000 円 7,220,000 円
・所得税法に規定する老人控除対象配偶者又は老人扶養親
族がある者についての限度額（所得額ベース）は上記の
額に当該老人控除対象配偶者又は老人扶養親族 1人につ
き 6万円を加算した額。 

・扶養親族等の数が６人以上の場合の限度額（所得額ベー
ス）は、1人につき 38万円（扶養親族等が老人控除対象
配偶者又は老人扶養親族であるときは 44 万円）を加算
した額。

手当月額
第１子・２子＝  5,000 円

第３子以降＝　10,000 円
支払時期 ６月・10 月・２月

児童手当を受けるには？
●申請場所＝市子育て支援課１階⑨番窓口
●持参するもの＝印鑑、申請者名義の通帳（郵便局以
　外）、申請者本人の保険証
※所得証明書などを提出していただく場合があります。
※申請者の所得が左記の所得制限限度額を超える人に
は、児童手当は支給されません。（所得は、対象児を
養育している人でその生計を主に担っている人の分
です）
いつ頃手続きをすればいいの？
●現在児童手当を受けていない人
　平成 18 年９月 30 日までに申請した場合、平成 18
年４月分までを上限としてさかのぼって支給されます。
　できるだけ９月上旬までに申請をしてください。（９
月以前に支給要件にあてはまっていた月分に限ります）
※小学 3年生までのお子さんを養育されている人で、
まだ申請をしていない人は、すぐに申請してくださ
い。手当は申請の翌月分からの支給となります。
●現在児童手当を受けている人
　小学５、６年生の児童がいる場合は、「額改定請求書」
を提出してください。
※制度改正により新たに対象となる小学４年生から６
年生も、平成 18年 10月１日以降の申請については、
手当は申請の翌月分からの支給となります。

【問い合わせ】
　市子育て支援課
　☎ 0994-43-2111　内線 3145
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InformationInformation

●日　　時　　５月28日（日）
　　　　　　　８時40 分～14時 30 分
●場　　所　　海上自衛隊鹿屋航空基地
●プログラム（予定）

時間 内容
 ７：00 開門
 ８：40 ～ ９：00 オープニングセレモニー
 ９：25～10：00 DEEP BLUES 飛行展示♯１
10：00 ～10：15 若鷲太鼓演奏
10：15～10：30 救難ヘリコプターUH-60J 飛行展示
10：30 ～10：45 純国産ヘリOH-1飛行展示
10：45～11：00 焔児太鼓演奏
11：10 ～11：30 ジェット練習機 T-4 飛行展示
11：30 ～12：15 鹿屋中央高等学校吹奏楽部演奏
12：20 ～12：35 カラーガード演技
12：50 ～13：25 DEEP BLUES 飛行展示♯２
13：30 ～14：10 哨戒機 P-3C 飛行展示

※各催し物は天候等により変更・中止する場合があります。
※安全のため手荷物等の検査にご協力ください。
※ゴミは各自お持ち帰りください。
※基地内での飲酒はご遠慮ください。
※喫煙所以外での喫煙は禁止です。特にエプロン地区や格納
庫地区では引火の恐れがあり大変危険です。

【問い合わせ】
　エアメモ事務局
　☎・FAX 0994-42-6690
　ホームページ
　http://www.air-memo.com/

■テレホンガイドかのや　☎０９９４-４２-４０００
　（平　日） イベント等を案内
　（休　日） 休日当番医及び歯科休日在宅医を案内

■大隅肝属地区消防組合テレホンサービス　☎０９９４-４３-０１１９
　（平　日） 午後５時から夜間当番医を案内
　　　　　　※ただし、火災発生時は一時火災情報に変わります。
　（休　日） 休日当番医及び歯科休日在宅医を案内

５月・６月の休日当番医

月　日 医 療 機 関 住　所 電　話

５月14日
園田クリニック 旭原町 0994-43-8181

よしどめ整形外科 川西町 0994-31-1700

21日
渡辺内科 川西町 0994-43-2282

たんぽぽクリニック 川西町 0994-42-6778

28日
立元内科小児科 寿４丁目 0994-43-6248

鮫島整形外科病院 寿１丁目 0994-43-2535

６月４日
福田病院 寿３丁目 0994-43-4191

はるしま整形外科クリニック 旭原町 0994-41-2211

11日
森田胃腸科内科医院 郷之原町 0994-40-2822

たんぽぽクリニック 川西町 0994-42-6778

18日
まつだこどもクリニック 西原２丁目 0994-52-0507

徳田脳神経外科病院 打馬１丁目 0994-44-1119

◇ 鹿屋市医師会　　 診療時間　午前８時30分～午後６時

月　日 医 療 機 関 住　所 電　話

５月14日
長峰医院 肝付町新富 0994-65-2008

東條医院 串良町下小原 0994-63-7377

21日
山内クリニック 肝付町前田 0994-65-2022

岩重医院 東串良町川東 0994-63-8514

28日
小浜クリニック 吾平町上名 0994-58-6025

花田整形外科リウマチ科医院 串良町有里 0994-63-1379

６月4日
小野医院 肝付町前田 0994-65-2314

黎明脳神経外科医院 串良町上小原 0994-63-7878

11日
入佐内科 吾平町麓 0994-58-7006

緑ヶ丘心療内科 串良町岡崎 0994-63-0112

18日
高山胃腸科外科 肝付町前田 0994-65-7171

園田医院 串良町細山田 0994-62-2888

◇ 肝属東部医師会　　　診療時間　午前９時～午後５時

月　日 医 療 機 関 住　所 電　話

５月14日 原園歯科 下堀町 0994-40-4118

21日 おおやま歯科クリニック 寿４丁目 0994-43-3210

28日 おにがはら歯科医院 寿２丁目 0994-40-3340

６月４日 上村歯科医院 田崎町 0994-44-6077

11日 クリス歯科 白崎町 0994-41-3931

18日 貴島歯科医院 札元１丁目 0994-44-5000

◇ 鹿屋市歯科医師会　　診療時間　午前９時～午後３時

５月・６月の歯科休日在宅医

　 …内科　　    　…外科○内 ○外

○内
○外
○内
○外

○内
○外
○内
○外
○内
○外

○内
○外

※ 休日当番医及び歯科休日在宅医は、変更になることがあります。各医療機関
にご確認のうえ、受診してください。

※ 休日当番医の診療は、急病に対する応急処置ですので、翌日はかかりつけの医
師などの診療を受けてください。原則として、投薬期間は通常1日分とします。

世
界
禁
煙
デ
ー
・
禁
煙

週
間
に
つ
い
て

　

Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機
構
）
は

毎
年
５
月
31
日
を
「
世
界
禁
煙
デ

ー
」
と
定
め
、
世
界
中
の
人
々
に

た
ば
こ
が
体
に
与
え
る
影
響
に
つ

い
て
認
識
を
高
め
る
よ
う
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
５
月
31
日
か
ら
６
月

６
日
ま
で
は
「
禁
煙
週
間
」
で
す
。

市
で
も
、
た
ば
こ
が
健
康
に
及
ぼ

す
影
響
に
つ
い
て
の
普
及
啓
発
や
、

未
成
年
者
の
喫
煙
防
止
、
受
動
喫

煙
の
防
止
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
た
ば
こ
に
つ
い
て
、

も
う
一
度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】
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─

２
１
１
０

い
き
い
き
歯
っ
ぴ
い
メ

モ
リ
ア
ル
〜
春
〜

歯
の
衛
生
週
間
行
事

図
画
ポ
ス
タ
ー
展

● 
期
間
＝
５
月
29
日
（
月
）
〜
６

月
２
日
（
金
）

● 

場
所
＝
市
中
央
公
民
館
・
鹿
屋

東
地
区
学
習
セ
ン
タ
ー

図
画
ポ
ス
タ
ー
展
優
良
者
表
彰
式

● 

日
時
＝
６
月
３
日
（
土
）
14
時

● 

場
所
＝
市
中
央
公
民
館

市
民
セ
ミ
ナ
ー
『
生
活
習
慣
病
の

黒
幕―

そ
れ
は
歯
周
病
』

● 

日
時
＝
６
月
３
日
（
土
）
14
時

30
分
〜
17
時

● 

講
師
＝
和
泉
雄
一
先
生
（
鹿
児

島
大
学
大
学
院
歯
学
総
合
研
究

科
教
授
）

● 

場
所
＝
市
中
央
公
民
館

無
料
歯
科
健
診

● 

期
間
＝
６
月
５
日
（
月
）
〜
10

日
（
土
）

※
詳
細
は
鹿
屋
市
歯
科
医
師
会

（
☎
０
９
９
４

─

41

─

５
６
０
７
）

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
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─

41

─

２
１
１
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▽QRコード
　（iモード専用）

QRコードの読み取りに対応した iモード端末をお使いの方はQR
コードを読み取ることでエアメモHPに簡単にアクセスができます。

東
九
州
自
動
車
道
建
設
促
進
地
方

大
会

● 

日
時
＝
５
月
30
日
（
火
）
13
時
〜

● 

入
場
料
＝
無
料

【
問
い
合
わ
せ
】

　

県
道
路
建
設
課
高
速
道
対
策
室

　

☎
０
９
９

─

２
８
６

─

３
５
５
３

た
ば
こ
税
手
持
品
課
税
説
明
会

● 

日
時
＝
６
月
14
日
（
水
）
14
時
〜

● 

入
場
料
＝
無
料

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
民
税
課

　

☎
０
９
９
４

─

31

─

１
１
１
２

●日　　時　　５月28日（日）
　　　　　　　15時～16時 30 分（予定）
●場　　所　　霧島ヶ丘公園野外ステージ
　　　　　　　 ※雨天の場合は、市文化会館で開催

●日　　時　　５月27日（土）
●場　　所　　海上自衛隊鹿屋航空基地
　　　　　　　 ※応募は終了しました。



　これまでの約３倍の規模に
生まれ変わった『かのやばら
園』が、４月 25 日、グラン
ドオープンしました。
　エントランス広場で開催さ
れた開園式には、約 300 人
が参加。ばらの生花で飾られ
たテープにハサミが入れられ
ると同時に、色鮮やかな 300
個の風船も空に放たれ、新し
いばら園の歴史が華やかにス
タートしました。（関連記事
Ｐ２～Ｐ５）

今月の表紙

　尾﨑優
ゆう と

人くん（１歳）
　結

ゆ い

衣ちゃん（４歳）串良町岡崎
元気にすくすく育ってください。
（母…小雪）

　川﨑瀬
せ な

那ちゃん（２歳）
　穂

ほ の は

乃葉ちゃん（１歳）上祓川町
喧嘩の多い２人だけど、ずっと仲
良くしていてね！（母…美穂）

　城之下璃
り あ

亜ちゃん（１歳）
　瑠

る き

生ちゃん（２歳）田崎町
やんちゃさんだけど、いつも楽しま
せてくれる２人。大好き！（母…恵美）

鹿屋市ホームページ
http://www.e-kanoya.net/

吾平総合支所 吾平町麓 3317番地 ☎ 0994-58-7111
輝北総合支所 輝北町上百引 3914番地ロ ☎ 099-486-1111
串良総合支所 串良町岡崎 2059番地 ☎ 0994-63-3111
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No.5

平成 18 年４月 1日現在

西海佑
ゆうや

哉くん（７か月）打馬１丁目
元気でやさしい男の子に育って
ね！（父母）

○左
○右

対前月比
総　数 104,712 人　 (－1,449)
男 49,571 人　 ( ー 797)
女 55,141 人　 ( － 652)
世帯数 43,393 世帯 ( － 447)

面　積　448.33 ㎢

みなさんの元気いっ
ぱいの写真を広報紙
に掲載してみません
か。秘書広報課 ( ☎
0994-31-1123) まで
ご連絡ください！

古木晶
あき と

士くん（10 か月）
吾平町上名
我が家の天使♥元気に大きくなぁ
れ！（父母）

開館時間
　９時～17時
入 館 料
　中 学 生 以 上：300 円
　小　   学   　生：150 円
　団体 30人以上：２割引
休 館 日
　年中無休

○左
○右

○左
○右

【問い合わせ】ウォーターパール館　☎ 0994-58-8439


